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レンタサイクルで
所有からシェアリングへ。

阪急電鉄が展開する新しい自転車サービス

自転車を重要な端末交通手段の一つとして位置づけ、
駐輪場とレンタサイクルを一体化、鉄道利用者のための自転車サービスに取り組む阪急電鉄。

特にレンタサイクルは、自転車を共有することによって、駅に近い便利なスペースを多くの人に利用してもらえるなどメリットが多い。
違法駐輪を抑制する効果も期待できる。

所有からシェアリングへ、借りるほうがお得な仕組みでレンタサイクル利用者を増やし、
自転車の新しい利用スタイル普及に取り組んでいる。
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阪
急
電
鉄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の
「
路
線
図
・
駅
情
報
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
。
各
駅
の
〝
阪
急
タ
ク
シ
ー
の
り
ば
〟

〝
阪
急
バ
ス
の
り
ば
〟〝
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
〟

〝
阪
急
駐
輪
セ
ン
タ
ー
〟
の
有
無
を
マ
ー
ク
で

示
し
た
路
線
図
が
画
面
に
現
れ
る
。
駅
か
ら

の
交
通
手
段
が
一
目
で
分
か
る
路
線
図
だ
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
駅
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
」

か
ら
「
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」
に
進
む
。

阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
営
業
所
一
覧
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
利
用
料
金
や
営
業
時
間
が

く
わ
し
く
案
内
さ
れ
て
い
る
。
有
料
駐
輪
場

を
案
内
す
る
「
阪
急
駐
輪
セ
ン
タ
ー
」
の
ペ
ー

ジ
も
同
様
だ
。

鉄
道
利
用
者
の
た
め
の
端
末
交
通
手
段
の

充
実
に
取
り
組
む
、
阪
急
電
鉄
の
姿
勢
が
み

て
と
れ
る
。

営
業
所
の
増
設
と
大
幅
値
下
げ

　
　
　
　
　
　

10
年
目
を
迎
え
た
阪
急
電
鉄
の
阪
急
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
は
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
水
無

瀬
駅
を
加
え
て
18
営
業
所
を
数
え
る
。

う
ち
6
カ
所
が
今
年
２
月
、
一
斉
に
オ
ー

プ
ン
（
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
含
む
）
し
た
小

規
模
タ
イ
プ
の
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
Ｓ-

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
だ
。
全
保
有
台
数
は
合
計
約

２
３
０
０
台
。
急
成
長
と
は
言
え
な
い
も
の

の
、
自
治
体
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や

事
業
者
が
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
手
掛
け

て
は
運
営
で
つ
ま
ず
き
、
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
き
た
中
で
、
着
実
に
営
業
拠
点
を
増

や
し
、
利
用
客
数
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。

阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
概
要
を
み
て
み

よ
う
。
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
方
法

は
、
大
き
く
分
け
て
定
期
利
用
と
１
回
利
用

の
２
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
借
り
た
駅
の

営
業
所
に
返
す
往
復
利
用
で
、
定
期
利
用
に

は
１
カ
月
と
３
カ
月
が
あ
る
。
定
期
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
、
保
証

金
５
０
０
０
円
（
退
会
時
に
返
却
）
と
定
期

利
用
料
金
を
用
意
し
、
利
用
す
る
営
業
所
で

手
続
き
を
す
る
。
入
会
手
続
き
を
終
え
る
と
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
会
員
証
が
発
行
さ
れ
る
。
利

用
時
に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
専
用
の
端
末
に

か
ざ
し
て
貸
し
出
し
、
返
却
す
る
仕
組
み
だ
。

阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
Ｓ-

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
の

会
員
証
は
紙
製
で
、
係
員
に
会
員
証
を
見
せ

て
自
転
車
を
借
り
る
。

１
回
利
用
は
、
初
回
貸
し
出
し
時
に
本
人

確
認
書
類
を
提
示
し
て
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

式
の
紙
製
会
員
カ
ー
ド
を
つ
く
る
。会
員
カ
ー

ド
の
有
効
期
限
は
６
カ
月
ま
た
は
20
回
。
ど

こ
の
営
業
所
で
も
利
用
で
き
る
。
自
転
車
は

翌
朝
10
時
ま
で
に
返
却
す
る
。

阪
急
電
鉄
の
子
会
社
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
運
営
を
受
託
し
て
い
る
株
式
会
社
阪
急

レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス 

関
連
事
業
部
施
設

営
業
課
の
寺
西
康
祐
課
長
に
よ
る
と
「
定
期

利
用
は
通
勤
通
学
に
、
１
回
利
用
は
阪
急
沿

線
で
得
意
先
回
り
を
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
に
特
に
人
気
」
だ
と
言
う
。

自
転
車
の
保
有
台
数
は
、
阪
急
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
が
１
営
業
所
に
つ
き
１
０
０
～

３
０
０
台
、
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
Ｓ-

ｓ

ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
が
30
～
40
台
。
一
部
で
は
電
動
自

転
車
も
扱
っ
て
い
る
。
サ
イ
ズ
は
車
輪
が
大

き
い
方
が
走
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
26
イ
ン

チ
の
自
転
車
が
中
心
。
サ
ド
ル
の
高
さ
は
高
・

普
通
・
低
の
3
段
階
を
設
定
し
て
い
る
。
色

は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ブ
ル
ー
と
シ
ル
バ
ー
の

２
種
。

寺
西
課
長
に
よ
る
と
「
見
た
目
で
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
だ
と
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
利
用
者

に
と
っ
て
は
大
切
」
な
の
だ
そ
う
だ
。

ま
た
「
よ
り
安
全
な
自
転
車
を
提
供
す
る

た
め
に
耐
用
年
数
よ
り
早
め
の
３
年
で
更
新

し
て
い
る
」。

係
員
が
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

日
常
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
の

に
加
え
、
自
転
車
専
門
店
に
依
頼
し
て
定
期

的
に
す
べ
て
の
車
体
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、

自
転
車
の
品
質
管
理
は
徹
底
し
て
い
る
。

料
金
は
定
期
利
用
の
場
合
、
今
年
１
月

三宮 神戸線

甲陽線

今津線

宝塚線

箕面線

千里線

嵐山線

京都線
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六
甲

岡
本

夙
川

西
宮
北
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武
庫
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塚
口
園
田

上
新
庄

相
川
正
雀

今津 天神橋筋六丁目
梅田

十三

柴島

伊丹甲陽園

新伊丹

小林

川西能勢口
池田

箕面

北千里

嵐山

南千里

茨木市

高槻市

総持寺
富田

水無瀬
大山崎

西向日
東向日
洛西口

桂

西院

河原町

千里山

石橋
蛍池

豊中
岡町
曽根

三国

宝塚

門戸
厄神
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コイン式時間貸し駐輪機

阪急レンタサイクル

阪急レンタサイクルS-style

サービスセンター
のある駅40駅 88ヵ所

14駅 19ヵ所

12駅 12ヵ所

6駅 6ヵ所

駐輪場・レンタサイクル配置図

鉄道と端末交通の充実
［鉄道+都市型レンタサイクルの可能性］

特集
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ま
で
、
隣
接
す
る
駐
輪
場
の
利
用
料
金
よ

り
数
百
円
程
度
安
い
と
い
う
利
用
者
心
理
を

よ
く
と
ら
え
た
設
定
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
駐
輪
場
料
金
が
地
域
相
場
に
準
じ
て
い

る
た
め
、
営
業
所
ご
と
に
料
金
が
異
な
る
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
今
年
２
月
、
定
期
利

用
料
金
を
一
律
１
７
０
０
円
（
３
カ
月
は

４
８
０
０
円
）
に
統
一
、
改
定
前
と
比
較
す

る
と
最
大
で
８
０
０
円
、
平
均
５
０
０
円
の

大
幅
な
値
下
げ
を
敢
行
し
た
。

都
市
交
通
事
業
本
部 

都
市
交
通
計
画
部

の
山
西
弘
剛
調
査
役
は
「
さ
ら
に
多
く
の

方
に
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
踏
み

切
っ
た
料
金
改
定
。
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ

Ｉ
Ａ
カ
ー
ド
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
い
た
だ
く

と
、
さ
ら
に
１
０
０
円
割
引
に
な
り
、
現
在

は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
ポ
イ
ン
ト
も
付

く
の
で
実
質
１
５
２
０
円
に
な
る
」
と
説
明

す
る
。

こ
の
料
金
改
定
は
、
小
規
模
タ
イ
プ
の
阪

急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
Ｓ-

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
６
営

業
所
の
開
設
と
同
時
に
実
施
し
た
。　

「
通
常
の
営
業
所
を
開
設
す
る
に
は
相
応

の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
だ
が
、
小
規
模
の
Ｓ-

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
な
ら
開
設
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
Ｓ-

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
を
新
規

開
設
し
て
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
料
金
を
値

下
げ
し
て
ユ
ー
ザ
ー
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
明
確

に
し
た
」
と
山
西
調
査
役
。

そ
の
期
待
ど
お
り
、
定
期
利
用
者
は
順
調

に
増
え
て
い
る
と
言
う
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
の
利
用
者
た
ち

阪
急
宝
塚
線
の
三
国
駅
。
駅
を
出
て
、
文

字
通
り
目
の
前
、
高
架
下
に
あ
る
阪
急
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
営
業
所
を
訪
ね
て
み
た
。

平
日
の
午
後
１
時
半
。
60
歳
代
の
女
性
が

自
転
車
に
乗
っ
て
戻
っ
て
く
る
。　
　

「
お
帰
り
な
さ
い
」

係
員
が
声
を
か
け
な
が
ら
出
迎
え
、
女
性

が
自
転
車
を
止
め
て
降
り
る
の
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
利
用
後
の
車
体
を
丁
寧
に
拭
い
て
保

管
ス
ペ
ー
ス
に
戻
す
。

女
性
は
電
車
で
三
国
駅
ま
で
来
て
、
毎
回
、

自
転
車
を
借
り
て
通
院
し
て
い
る
の
だ
と
言

う
。
入
院
し
て
い
た
と
き
、
見
舞
い
に
き
て

い
た
娘
さ
ん
が
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用

し
、
勧
め
ら
れ
て
、
退
院
後
は
自
分
も
利
用

し
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

ほ
ど
な
く
30
歳
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
や
っ

て
き
た
。
営
業
で
付
近
の
会
社
を
回
る
の
で
、

こ
の
日
は
夕
方
６
時
ま
で
レ
ン
タ
ル
す
る
と

言
う
。
慣
れ
た
様
子
で
駐
輪
場
を
後
に
す
る
。

そ
の
後
姿
に
係
員
が
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
声
を
か
け
る
。

三
国
駅
の
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
営
業
所

は
２
０
０
１
年
１
月
と
、
草
創
期
に
近
い
時

期
に
開
業
し
て
い
る
。
駅
周
辺
に
は
大
き
な

病
院
や
学
校
が
あ
り
、
中
小
規
模
の
事
業
所

も
多
い
。
こ
の
特
色
が
利
用
者
の
傾
向
に
も

表
れ
て
い
る
。

定
期
利
用
（
09
年
４
月
18
日
現
在
）
は
、

休
会
者
も
含
め
契
約
者
数
２
８
０
人
。
男
女

比
は
女
性
が
約
６
割
と
多
い
。

昼
間
の
利
用
者
は
１
９
６
人
。
職
業
別
内

訳
で
は
、
学
生
7
人
・
会
社
関
係
１
３
０
人
・

学
校
関
係
（
教
職
員
な
ど
）
15
人
・
病
院
関

係
11
人
・
そ
の
他
33
人
と
な
っ
て
い
る
。

夜
間
利
用
者
は
ぐ
っ
と
減
少
し
84
人
。
う

ち
学
生
17
人
・
会
社
関
係
46
人
・
学
校
関
係

４
人
・
病
院
関
係
10
人
・
そ
の
他
7
人
と
な
っ

て
い
る
。

ア
ク
セ
ス
（
自
宅
～
駅
間
）
で
自
転
車
を

利
用
す
る
人
は
、
夕
方
以
降
に
借
り
て
翌
朝

返
却
す
る
夜
間
の
利
用
者
と
し
て
数
え
ら
れ

る
。
一
方
、昼
間
の
利
用
者
は
、イ
グ
レ
ス（
駅

～
目
的
地
）
で
使
う
。
三
国
駅
で
は
、
ア
ク

セ
ス
利
用
よ
り
も
イ
グ
レ
ス
利
用
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
に
な
る
。

「
通
院
す
る
、
買
い
物
に
行
く
、
営
業
で

得
意
先
を
回
る
。
年
齢
、
職
業
に
か
か
わ
ら

ず
自
転
車
な
ら
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
。
土

日
だ
け
な
の
か
、
平
日
だ
け
な
の
か
、
ま
だ

ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
せ
る

可
能
性
が
高
い
。
お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
優

先
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
寺
西
課
長

は
意
欲
的
だ
。

①メンテナンスは万全、レンタサイクルの魅力だ。
②貸し出し・返却時に使用する端末（阪急レンタサイクル
定期利用）。
③三国駅の阪急レンタサイクルでは、ビジネスパーソンの
利用率が高い。

❶

❸

❸

❷
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三
国
駅
営
業
所
で
は
、
こ
の
４
月
に
自
転

車
を
30
台
増
や
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

時
点
で
の
同
営
業
所
の
稼
働
率
（
全
車
が
貸

し
出
さ
れ
た
と
き
を
１
０
０
％
と
し
て
、
昼

間
・
夜
間
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
足
し
た
も
の
。

最
大
が
２
０
０
％
と
な
る
）
は
１
３
３
％

だ
っ
た
。
全
営
業
所
の
平
均
が
１
２
５
％
だ

か
ら
、
際
立
っ
て
高
い
数
字
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
昼
間
と
夜
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

た
ほ
う
が
無
駄
が
な
い
の
だ
が
、
同
営
業
所

は
お
よ
そ
２
対
1
と
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

そ
れ
で
も
台
数
増
加
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、

寺
西
課
長
が
言
う
よ
う
に
「
サ
ー
ビ
ス
向
上

が
第
一
。
数
字
も
大
切
だ
が
お
客
さ
ま
の
満

足
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
い
う
確
固
た
る
方
針

が
あ
る
か
ら
だ
。

三
国
駅
に
続
い
て
、
３
駅
隣
の
曽
根
駅
に

も
足
を
延
ば
し
て
み
た
。

こ
こ
曽
根
駅
の
営
業
所
は
、
自
転
車
40
台

を
保
有
。
３
年
前
か
ら
１
回
利
用
だ
け
の
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
テ
ス
ト
的
に
行
っ
て
い
た
が
、

２
月
か
ら
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
Ｓ-

ｓ
ｔ

ｙ
ｌ
ｅ
と
し
て
本
格
稼
働
、
定
期
利
用
も
開

始
し
た
。
勾
配
が
き
つ
い
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
て
配
備
し
た
電
動
自
転
車
が
好
評

だ
。駐

輪
場
は
明
る
く
見
通
し
が
よ
く
、
女
性

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
と
定
評
が
あ
る
。

駐
輪
場
の
鉢
植
え
に
は
色
鮮
や
か
な
花
が
咲

き
、
柱
に
は
市
内
の
中
学
校
生
徒
の
絵
が
飾

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
毎
回
、
係
員
に
挨

拶
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
利
用
者
は
気
持
ち
よ

く
出
発
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
営
業
所
の
雰
囲
気
づ
く
り
は
、
現
場
の

係
員
の
努
力
が
大
き
く
反
映
す
る
。
鉄
道
が

ほ
と
ん
ど
自
動
改
札
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
営
業
所
・
駐
輪
場
は
、

お
客
さ
ま
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
貴

重
な
場
で
も
あ
る
」
と
、
上
村
都
市
交
通
計

画
部
長
も
そ
の
雰
囲
気
づ
く
り
と
魅
力
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
。

　３
社
共
催
の
エ
コ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

鉄
道
利
用
者
の
た
め
の
端
末
交
通
手
段
と

し
て
事
業
化
さ
れ
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
だ
が
、

阪
急
電
鉄
で
は
駐
輪
場
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
通
じ
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
等
の
環

境
貢
献
」「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
Ｐ
Ｒ
も
〝
エ
コ
〟
を
切

り
口
と
し
た
展
開
だ
。

今
年
3
月
に
開
催
し
た「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・

エ
コ
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
も
そ
の
一
つ
で
、

昨
年
５
月
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
関
連

会
合
「
環
境
大
臣
会
合
」
が
神
戸
で
開
か
れ

た
の
を
き
っ
か
け
に
企
画
し
た
。
今
年
が
第

２
弾
。
阪
急
・
阪
神
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
３
社

共
催
と
い
う
こ
と
で
も
話
題
を
集
め
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
だ
。

「
自
転
車
が
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
だ
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
て
積
極
的
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
、
都
市
交
通

事
業
本
部 

都
市
交
通
計
画
部
の
九
後
順
子

調
査
役
は
、
そ
の
主
旨
を
説
明
す
る
。

３
社
の
各
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
営
業
所
の
う

ち
、
異
な
る
２
カ
所
を
利
用
し
て
、
ス
タ
ン

プ
２
つ
を
集
め
て
応
募
し
て
も
ら
う
。
応
募

者
に
は
抽
選
で
鉄
道
乗
車
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
。

「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
体
験
し
て
も
ら
う
よ

い
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
鉄

道
事
業
者
3
社
に
よ
る
共
催
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
」
と
九
後
調
査
役
は
語
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
道
事
業
者
が
運
営
す
る
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
き
れ
ば

〝
鉄
道+

自
転
車
＋
鉄
道
〟
の
都
市
交
通
体

系
を
整
備
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

自
治
体
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

環
境
に
や
さ
し
く
最
も
身
近
な
乗
り
物
の

自
転
車
に
は
、
負
の
側
面
も
あ
る
。
放
置
自

転
車
だ
。　

実
際
、
取
材
に
回
っ
た
三
国
駅
、
曽
根
駅

周
辺
に
は
、
歩
道
な
ど
に
自
転
車
が
ぎ
っ
し

り
と
止
め
ら
れ
て
い
た
。「
駐
輪
禁
止
」
の
看

板
の
前
に
さ
え
、
堂
々
と
並
ん
で
い
る
。
向

き
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
持
ち
主
の
身
勝
手
な
心

持
ち
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

地
域
住
民
か
ら
は
「
阪
急
の
駅
な
の
だ
か

ら
、
阪
急
が
解
決
し
て
く
れ
」
と
い
う
声
も

時
に
寄
せ
ら
れ
る
。

「
ど
う
に
か
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
は
い
る

が
、
鉄
道
事
業
者
だ
け
で
は
根
本
的
な
解
決

は
で
き
な
い
。ま
ち
の
問
題
は
、地
元
や
行
政
、

警
察
と
一
緒
に
対
処
し
て
い
き
た
い
」
と
山

西
調
査
役
は
語
る
。

駐
輪
場
の
整
備
、
放
置
禁
止
区
域
の
設

利用者の要望に応えて電動自転車も揃えている。明るくオープンな雰囲気に定評がある曽根
の駐輪場。

曽根駅に 2 月オープンした阪急レンタサイクルＳ-ｓｔｙｌｅ。

鉄道と端末交通の充実
［鉄道+都市型レンタサイクルの可能性］

特集
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定
、
監
視
と
取
り
締
ま
り
、
放
置
自
転
車
の

撤
去
―
―
違
法
駐
輪
と
取
り
締
ま
り
の
イ
タ

チ
ご
っ
こ
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
、
地
域
と
鉄

道
事
業
者
、
自
治
体
や
警
察
な
ど
、
関
係
者

の
連
携
が
カ
ギ
と
な
る
。

啓
発
活
動
も
重
要
だ
。
取
材
日
の
朝
も
、

九
後
調
査
役
は
、
南
方
駅
前
で
阪
急
駅
職
員

や
地
元
自
治
会
、
大
阪
市
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
と
共
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
放

置
自
転
車
の
カ
ゴ
に
違
法
駐
輪
防
止
を
呼
び

か
け
る
チ
ラ
シ
を
入
れ
て
い
く
。

「
地
道
な
活
動
だ
が
、
継
続
す
る
こ
と
で

徐
々
に
効
果
も
出
て
い
る
。
こ
こ
に
置
け
ば

撤
去
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
づ
け
て
い

く
」
と
九
後
調
査
役
は
話
す
。

自
治
体
と
も
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
２
０
０
７
年
に
実
施

し
た
尼
崎
市
・
阪
急
電
鉄
・
阪
神
電
鉄
主

催
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
協
力
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
尼
崎
市
域
に
お
け
る
自
転
車
問
題
を

切
り
口
と
し
た
ま
ち
と
の
連
携
」
だ
。〝
公
共

交
通
を
中
心
と
し
て
自
転
車
を
う
ま
く
使
う

こ
と
で
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
〟
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
地
元
の
放
置
自
転
車

問
題
に
取
り
組
む
協
議
会
の
参
加
協
力
を
得

て
、
違
法
駐
輪
防
止
を
訴
え
る
駅
前
啓
発
活

動
を
３
カ
月
間
行
っ
た
。　

九
後
調
査
役
は
「
最
終
的
に
は
自
転
車
を

利
用
す
る
人
、
一
人
ひ
と
り
に
訴
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
。
関
係
者
と
連
携

し
、
継
続
し
て
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
る
。

駐
輪
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

最
後
に
、
阪
急
電
鉄
が
違
法
駐
輪
抑
止
策

の
一
環
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
コ
イ
ン

式
時
間
貸
し
駐
輪
機
を
紹
介
し
た
い
。「
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
21
」
と
名
付
け
ら
れ
た
駐
輪

機
は
、
駅
前
を
中
心
に
現
在
14
駅
19
カ
所
に

設
置
し
て
い
る
。
料
金
は
場
所
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
最
初
の
１
時
間
～
１
時
間
半
は
無

料
、
最
大
６
時
間
ま
で
１
０
０
円
、
以
降
６

時
間
ご
と
１
０
０
円
が
相
場
。
買
い
物
な
ど

短
時
間
の
駐
輪
に
対
応
す
る
も
の
だ
。
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
で
き
、
入
庫
し
た
自

転
車
は
整
然
と
並
ん
で
、
歩
行
者
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
。

「
放
置
自
転
車
を
な
く
す
の
は
難
し
い
が
、

駐
輪
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
る
」
と
山

西
調
査
役
は
話
す
。

駐
輪
場
の
「
家
族
割
」
も
そ
の
一
環
と
し

て
始
め
た
も
の
だ
。
定
期
利
用
契
約
者
は
土

日
に
限
り
、
家
族
の
自
転
車
を
何
台
で
も
１

台
分
の
料
金
で
駐
輪
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
日
に
違
法
駐
輪
が
さ
ら
に
増
え
る
実
態
が

あ
る
か
ら
だ
。

利
用
者
側
の
〝
事
情
〟
に
細
や
か
な
心
遣

い
で
提
供
す
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
沿
線

地
域
の
魅
力
づ
く
り
を
大
切
に
す
る
阪
急
な

ら
で
は
の
試
み
か
も
し
れ
な
い
。

所
有
か
ら
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
へ

駐
輪
場
の
整
備
、
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
事
業
化
、
コ
イ
ン
式
時
間
貸
し
駐
輪
機
の

設
置
―
―
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
き
た
阪
急
電
鉄
の
駐
輪
場
・
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
事
業
。
特
に
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

は
、
稀
有
な
成
功
例
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
る
。
そ
し
て
、所
有
か
ら
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
へ
、

新
し
い
自
転
車
の
利
用
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し

な
が
ら
阪
急
電
鉄
が
目
指
し
て
い
る
の
は「
鉄

道
が
利
用
し
や
す
い
便
利
な
ま
ち
」「
放
置
自

転
車
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
」
の
阪
急
沿
線

で
あ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
社
会
の
創
造
だ
。

「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
は
順
調
に
伸
び

て
お
り
、
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
も
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
い
く
ら
か
役
立
っ
て
い
る
」（
山
西

調
査
役
）

「
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
毎
日

の
足
代
わ
り
に
な
る
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
」

（
九
後
調
査
役
）

こ
の
４
月
に
は
京
都
府
・
淀
川
三
川
と
西

国
街
道
の
関
連
自
治
体
と
連
携
し
て
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
と
観
光
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ツ
ー
ル
・

ド
・
三
川
・
西
国
街
道
」
を
実
施
し
た
。
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
シ
ー
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま

に
広
が
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

①②コイン式時間貸し駐輪機「エコステーション 21」が整備され
た曽根駅前。自転車が整然と並ぶ。
③エコステーション21の精算機。
④ポスターなどで利用を呼びかける。

❶

❷

❹❸
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　尼崎市域には、鉄道駅が13駅あり、高低差のない平坦
な土地柄もあって駅までの移動手段としては自転車利用が
非常に多いのが特徴です。自転車事故も多く、人身事故の
約４割を占めており、最近は自転車が加害者になるケース
や60歳以上の事故が増えています。
　自転車の事故防止対策としては、ソフト、ハード、両面
からの施策が必要となりますね。警察と協力して交通安全
指導の「さわやかサイクル運動」を進めています。学校や
老人施設で自転車のマナー指導や実地訓練を行ったり、幼
稚園や保育所では人形劇を行うなどの安全教育。またハー
ド面の対策では、自転車道の整備を進め、道路拡幅や整備
の際には、歩道を広く取るようにしています。
　何といっても大きいのが違法駐輪の問題です。特に駅周
辺がひどい。内閣府の放置自転車の実態調査（駅周辺）では、
平成7年、ＪＲ立花駅が約4000台と全国ワースト２位で
した。
　昭和58年の放置防止条例制定以降、駅周辺については
「取り締まり撤去」「駅周辺や商業地における一定以上規模
の施設・店舗の駐輪場の付置義務と駐輪場整備」「利用者
に対する啓発」の三本柱で対応しています。現在は市内に
４万2000台分（3分の1が市営、ほかは鉄道事業者など
民間）の駐輪場が整備されて、ワースト２位だった立花駅
でも500台程度に減りましたが、まだまだですね。
　阪急園田、阪急武庫之荘、阪神尼崎、阪神武庫川、ＪＲ
尼崎の5つのエリアでは協議会を立ち上げ、地元関係者や
鉄道事業者、警察や行政が協働で放置自転車防止に取り組
んでいます。一例を紹介すると、阪神尼崎の中央商店街で

は、商店街が受け皿としての駐輪場を整備し、市と警察は
徹底した取り締まりを行いました。自転車で来るお客さん
が多いパチンコ店は駐輪場の整理に協力し、お客さんには
無料駐輪券を配る。商店街の従業員も駐輪場にきちんと止
める。地域ぐるみで徹底して取り組むことが必要なんです
ね。地域が粘り強く続けないと解決しない。
　地域や商店街から提案があれば、行政はサポートします。
市に任せるというのではなく、一緒にやっていただきたい。
中には不可能なこともあるかもしれない。そうしたら、次
を考える。地味ですが、この繰り返しが成果につながりま
す。
　一昨年、阪急電鉄・阪神電鉄・尼崎市の共催で「公共交
通とまちづくりの連携を考えるシンポジウム」を開催しま
した。大阪大学大学院の新田保次教授にコーディネーター
をお願いし、阪急電鉄の角和夫社長、阪神電鉄の坂井信也
社長、白井文尼崎市長、落語家の桂小米朝さん（現在、米
團治）でパネルディスカッションを行ったんですが、大変
評判がよかった。このときは、「なくそう、迷惑駐輪」のキャッ
チコピーをつけたジャンパーや幟のグッズをつくり、駅前
で違法駐輪防止を呼びかけるキャンペーンも実施したんで
すが、市民に広く訴えるこうした啓発活動を今後もやって
いきたいと思います。
　行政としては違法駐輪を厳しく取り締まっていますが、
自転車を敵視しているわけではないんですね。尼崎は自転
車と公共交通という交通体系が便利なまち。市民のみなさ
んにマナーを守って活用していただいて、自転車と共生し
ていきたいですね。

尼崎市でも時間貸し駐輪機や駐輪場が設置されている。それでもなくならない放置自転車は強制撤去や駐車指導整理業務を行っている。

鉄道と端末交通の充実
［鉄道+都市型レンタサイクルの可能性］

特集

自転車交通が欠かせない土地柄。
特性を理解し、うまく共生していきたい。
駐輪対策の主体となる自治体は、
自転車をどのようにとらえているのだろうか。
放置自転車のワーストランキングに上がり、
早くから自転車対策に取り組んできた尼崎市に聞いた。

尼崎市都市整備局交通安全課
主任

東新　均


